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執筆者(敬称略) 

本書ではこんな情報を掲載しています 

※第一著者のみ掲載 

◎ 精製・合成手法、構造制御、サイズ制御、表面処理、化学修飾、混練、分散、特性評価、、、 
機能性材料の開発や、電子、半導体、センシング、光学、電池分野での応用事例を一挙掲載！   
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カーボンナノチューブの 
表面処理、分散・複合化技術と産業応用事例 

ぜひご試読ください 
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◆カーボンナノチューブの製造、表面処理、分散技術◆ 
 ・低圧力、低温、高速でCNTを合成、成長させるには？     ・細い直径や、長尺のカーボンナノチューブの成長・合成のポイント 

 ・粉砕表面処理、表面化学修飾、官能基の導入の方法を徹底解説   ・物理吸着、化学修飾による可溶化のポイントは？ 

 ・他材料との複合時に特性、機能性を維持するには？      ・CNTの分散メカニズムは？ 再凝集させずに分散を安定させる手法は？ 

 

 

◆カーボンナノチューブの応用事例◆ 
 ・熱電変換、光触媒と、蓄熱材料しての応用      ・電極材料、アクチュエータ、メモリデバイスとしての応用 

 ・センサの開発、センシング技術の動向        ・透明導電材、ナノワイヤー、光学材料としての応用 

 ・リチウムイオン電池、金属空気電池、燃料電池での応用    ・宇宙エレベーターの研究開発 

  

 

◆カーボンナノチューブの特性評価技術◆ 
 ・基礎物性、粒子径、切断状態、長さ、直線性の評価     ・分散状態、凝集状態、界面特性の評価 

 ・強度、機械的特性、電気特性、熱特性、熱抵抗の評価     
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※本書の目次は裏面をご覧ください。 
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第7節 カーボンナノチューブ複合の高機能高分子塗料による防錆技術 
第8節 カーボンナノチューブの力学特性：測定評価技術と理論解析手法 

第6章 カーボンナノチューブを利用した電池材料の設計 
第1節 分子内包単層カーボンナノチューブの次世代電池への応用 
第2節 リチウムイオン二次電池に向けた 

カーボンナノチューブ導電助剤の開発 
第3節 単層カーボンナノチューブを導電助剤とした新規正極構造の構築 
第4節 リチウムイオン二次電池正極導電助剤への 

カーボンナノチューブ添加による内部抵抗低減 
第5節 カーボンナノチューブを電極に活用したリチウム空気電池の開発 
第6節 カーボンナノチューブ複合の高機能高分子塗料による防錆技術 
第7節 カーボンナノチューブの表面改質と 

固体高分子型燃料電池への応用 
第8節 カーボンナノチューブの表面修飾による燃料電池触媒活性 

第7章 カーボンナノチューブを利用した電子材料の設計 
第1節 カーボンナノチューブ分散潜熱蓄熱材の蓄・放熱特性 
第2節 金属ナノ粒子修飾CNTの作製と熱電変換材への応用 
第3節 フレキシブルSWCNT/メッシュシート熱電発電デバイス 
第4節 カーボンナノチューブ系導電性ペーストにおける 

動的パーコレーション現象の解析 
第5節 錯体化学に立脚したp型カーボンナノチューブの 

ドープ状態安定化技術 

第8章 カーボンナノチューブを利用した光学材料の設計 
第1節 カーボンナノチューブの近赤外蛍光特性と化学修飾 
第2節 カーボンナノチューブの近赤外発光の 

波長制御・高機能化技術の開発 
第3節 カーボンナノチューブ配向膜を用いた 

偏光熱発光マイクロデバイス 

第9章 カーボンナノチューブを利用したセンシング材料の設計 
第1節 皮膚表面に「なじむ」 

伸縮性と透湿性に優れる皮膚貼付型電極の開発と応用 
第2節 カーボンナノチューブを利用した赤外線イメージセンサ 
第3節 カーボンナノチューブを利用した光熱センシング技術 
第4節 カーボンナノチューブのガスセンシングへの応用 
第5節 カーボンナノチューブを利用した超高感度バイオセンサーの開発 
第6節 カーボンナノチューブを利用したバイオセンサの開発 
第7節 カーボンナノチューブを利用した 

血液中成分を検出するバイオセンサの開発 

第10章 CNTを利用した宇宙エレベーターの研究開発 
 

 詳細な目次・内容の確認、 
購入や試読のお申込みはこちらから 

第1章 カーボンナノチューブの 
分離・精製、合成、サイズ制御、解繊技術 

第1節 ハイエントロピー合金触媒を利用した単層CNTの合成 
第2節 メソ孔性ナノ炭素繊維集合体｢マリモナノカーボン｣の 

合成および電気化学的応用 
第3節 プラズマを利用したカーボンナノチューブの合成技術 
第4節 FC-CVD法を用いた超ロングCNTsの開発とその応用について 
第5節 乾式プロセスによるCNT長繊維化技術とシート化技術 
第6節 長尺カーボンナノチューブフォレスト成長法と応用技術の開発 
第7節 弾性混練・分散法によるカーボンナノチューブの解繊技術 
第8節 プラスチックからカーボンナノチューブへの高速変換法の開発 

第2章 カーボンナノチューブの可溶化、表面処理、化学修飾技術 
第1節 カーボンナノチューブの可溶化技術 
第2節 光表面化学修飾によるカーボンナノチューブの官能基化技術 
第3節 プラズマを利用した粉体への表面改質技術とCNTへの応用 
第4節 水中マイクロプラズマを用いたCNTの水溶化技術 
第5節 カーボンナノチューブ合成を通した超撥水性表面の構築 
第6節 多層CNTの熱処理による構造制御とその材料特性評価 

第3章 カーボンナノチューブ分散剤の設計、混練・分散技術と 
配向制御技術 

第1節 カーボンナノチューブの分散安定化技術 
第2節 CNT分散・配合のための非ミセル型分散剤デザイン 
第3節 微粒子を利用したカーボンナノチューブの水，樹脂への分散技術 
第4節 カーボンナノチューブ表面へのグラフト処理技術 
第5節 超高圧噴射スターバーストによるカーボンナノチューブの微細化 
第6節 高速気流中衝撃法によるカーボンナノチューブの分散化技術 
第7節 二軸押出機によるカーボンナノチューブの分散 

第4章 カーボンナノチューブの分散性、安定性と官能基評価 
第1節 カーボンナノチューブの表面官能基イメージング技術 
第2節 パルスNMR(TD-NMR)による分散性および濡れ性評価 
第3節 CNT、CB、Niを分散させた高分子複合材料の導電性評価 
第4節 分子動力学計算を利用したカーボンナノチューブ分散性の評価 
第5節 CNT複合材料中のCNT分散性評価事例 

第5章 カーボンナノチューブの他材料との複合化技術 
第1節 カーボンナノチューブの局在化を利用した 

相分離ポリマーブレンドの設計 
第2節 ナノフィラーの分散制御による樹脂、エラストマーの高機能化 
第3節 高靭性多層CNT/PEEK複合材料の創製 
第4節 高せん断成形加工技術を用いた 

ポリマーブレンド/CNT系材料における階層構造とその導電性 
第5節 高せん断成形加工技術を用いた熱可塑性エラストマー/CNT系 

ナノコンポジットの創製とその伸縮自在電極用材料への応用 
第6節 カーボンナノチューブ/アルミニウム複合材料の作製と性能評価 
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